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曲像を示す率は上述の束管枝に比べて少 く上方 より劉離した場合 1-1肋間寧下降したまま未柿までの
像を明らかに示すことがあり,この修は不成功例にしぼしぼみとめられるO 下方-向う案管枝の屈曲
像は先端拡韓を示さず 畢なる盲端に終っている｡ しかしこれ らの束管枝の屈折像を示す率は藩かに少
いのである｡ つぎは手術不成功例14例に対しその原因を追究するため紅蓮杭撮影法を行ったが､索管
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例 数 酸 素 容 量 酸 素 飽 和 度 ∃ 炭酸ガス含有量
平 均 標準偏差 平 均 ･標準偏差 L,Tこ了 1-- 均 I標準偏差














酸 素 容 量 l 酸 素 飽 和 度 ‡ 炭産ガス含有葺
例 数 平` 均 標準偏 差 -,.-L 均 !標準偏差
術 前 よ 1.7 98;上 ;:;
14 1 18.8i
術 後 ~1一2日目 14 16.4 土 1.9 46.6500 士 3.8土 53
Ⅳ 綜括並びに考投
術後に於ける飽和度の平均減少慶は両手術例ともに意外に軽横であるが . 充填術例では成形循例に
比 して更に僅少であ り､又その快復 も速やかである｡ 特に成形術例中飽和度の著明なま成少を認めた症








容量の減少は術後1-2日目には著明でないが. 7-8日を経過すれば両手術例 ともにかな りの高度に
減少する｡これは手術時の出血のための血液濃化と その後の血液Jk棒成分の代償的増加との影響によ
るものと考えられる｡


























































































症 例 例 数 肺 清 . 量 (1) 呼 吸 停 止 時 間 (珍)
平 均 標 準 偏 蓮 平 均 l最 兜 ～ 最 長
蓋霊 芝芸:.':::: 17 2.015 0.4岳99 39.813 20′ー10012.-58
蓋慧 芸芸'.':::'. 20 1.9 0.55 34.7 16.ー57_
芸蓋 芸芸:'.:::二 6 1.5 0.32 39.7 18.ー72. 2 27 12 0-50
成 術 約--.形衡 後. 9 2.0 0.53 46.4 15～80
歩 2表 最大呼吸量･認 諾 量 ×10の-
症 例 例 数 最 大 呼 吸 量 (1) 諾 ×.100(形)
平 均 額 準 備 凄 ･年 毎 楳 準 備 蓮
悪霊 芸芸-.二 : 17 36.2 7.7 79.9 7.449 103 71 .90
.悪霊 芸芸:::::: 20 32.4 9.5 73.7 Ilo.6255 7 623 142
24.7 8.0 72.1 6.9
･成 術前--形 ~街 後 .-.- 9 49.2 22.1. 80.7 7.0
革 3表 呼吸量､呼吸当量の歩他
症 例 例 数 呼 吸 量 (I) 呼 吸 当 量
卒 ~均 標 垂 偏 差 卒 均 標 準 偏 差
墓警 衛前仙術群 術後-.- 17 7.2 1.8 3.1 0.923 3
誓 ご ::: 20 7.7 2.1 3.5 0.836 19 二4 79
























の代償能力の如何にか 1わるということが出来る｡ か iる観点よりすれば､充填術の適庭範園は成形







(倍本研究は主として蘇核研究Wrで行い､国立宇多野療養所 (所長 El下部周利博士)-赴任後完成 したも
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